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　圃場より採集したフザリウム菌がクワに対して病原性があるかどうかを判定するためには、ク

ワへの有傷接種試験を行って病斑形成の有無を調べる方法が一般的である。しかし、本病の場合、

クワへの接種試験は、松尾による本病の発生機作の研究から、秋季に実施することは可能である

が、それ以外の時期には実施することができない（1，2）。さらに、接種したフザリウム菌の形成す

る病斑が肉眼で確認可能となるのは翌春の5、6月頃になってからである。このように、有傷接

種法は病原菌の識別に有効な手法であるが、病原性の判定までに非常に長い時間を必要とすると

いう欠点がある。筆者らは試験期間が短くてすみ、さらに年間を通して随時実施が可能となる接

種試験方法の確立をめざして模索している。今回は発芽前伐採した桑条を用いた場合、正確な病

原性の判定が可能かどうかについて検討を行った。

材料および実験方法

　供試菌株は、Table　1に示したようにF硲認嬬lateritium　f．　sp．　nzori　2菌株、　F．　so　lani　f．

sp．勉o万2菌株、　F．　roseum℃ranimearum’2菌株である。実験方法は有傷接種法、ポリ袋法、

プラスチック容器法を用いて行った。

Table　l　Origin　of　test　strains

Fl‘sari瑚11ate7itii‘フn　f，　sp．7♪zo万

　　　m12　　Mulberry

　　m14　　Mulberry

F，solごz7zi　f．　sp．ηzo7ゴ

　　　sl　　Mulberry
　　　s2　　Mulberry

F，roseztm‘Graminearum’

　　　GI　　　CarnatiOn

　　　G2　　　　Carnation
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（1）有傷接種法：常法によって実施した。

（2）ポリ袋法：i春、発芽前伐採し、冷蔵庫内に保存しておいた桑条を使用時に長さ約15cmに切断

　　した。下部の切り口は濡れた新聞紙で包み、上部の切り口に供試菌の胞子懸濁液を接種し、

　　ポリ袋内に入れた。対象区には殺菌水を滴下した。桑条は菌株当たり3本使用した。接種後、

　　5℃暗所で培養し、1週間に1度接種した切り口に殺菌水を滴下した。

（3）プラスチック容器法：植物組織培養用プラスチック容器の底部に水を含ませた水苔を入れ、

　　オー一トクレープで殺菌した。殺菌後、約10～12cmに切断した発芽前伐採桑条を容器当たり3

　　本ずつさし、以後はポリ袋法と同様に実験・管理した。供試したクワ品種は一ノ瀬である。

　　接種菌の濃度については、ポリ袋法を用いて104、losおよび106／m1について検討した。さら

　　に、長期問冷蔵庫内に保存した桑条の使用の可能性についても検討した。

実　験　結　果

　実験結果をFig．1～Fig，5に示した。　F三g，工～Fig．3のグラフはそれぞれ有傷接種法、ポリ袋

法、プラスチック容器法で各菌株が形成した病斑の大きさを示したものである。圃場における有

傷接種法と比較すると、ポリ袋法、プラスチック容器法ともに有傷接種法と同様の傾向が見られ

た。病斑の色調についてみると、有傷接種法の場合はいずれの菌株の病斑も黒褐色であまり差が

見られなかった。しかし、ポリ袋法、プラスチック容器法の場合は、Fitsan’m伽爾伽πf．　sp．　mori

の病斑は濃褐色であるが、クワには非病原菌であるF，roseum　‘Graminearum’のものは淡褐色

と差が見られた。このように、病斑の大きさだけでなく色調にも差が見られたことから、両方法

はクワ芽枯病菌の識別法として十分使用できると考えられる。Fig．4は、ポリ袋法を用いて接種

菌濃度について検討した結果である。このグラ7より、接種菌濃度が高い程、病斑が大きくなる

傾向が見られた。また、接種菌濃度104／mlでも病原性の判定は可能であると考えられる。　Fig，5

は長期間冷繭庫内に保存した桑条も病原性の識別に使用可能かどうか検討した結果を示したもの

である。使用した桑条は、平成2年4月13日に発芽前伐採し、濡れた新聞紙でくるみ、それをポ

リ袋に入れ、5℃の冷蔵庫内で10月17日まで6ケ月閲保存したものである。この桑条を用いてポ

リ袋法で検討した。その結果、桑条の表面にカビが生育し病原性の判定が不可能なものも若干見

られたが、ほぼグラフに示したように、新しい桑条を用いた場合と同様の傾向が見られた。
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考　　察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、クワの生長が停止する8月下旬以降である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レキシンの生産などにより、病原菌は桑条に侵入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　することが出来ない（3，4，5）。8月下旬以降、傷口
　　丁　60
　　書　　　　　　　　　　　　　　　　　から侵入した病原菌は翌春まで生育を続け、温度

　　暑　　　　　　が上昇す、，、、朋になると肉眼でも囎出来
　　o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原菌が侵入してから病斑形成までに8～9ケ月と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菌株の病原性を接種試験により判定しようとして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も非常に長い時間を必要とする。有傷接種法は菌
　　　　　Coot．　量12　　●14　　　sl　　　82　　　Gl　　　62

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株の病原性を判定するためには非常に有効な手段
　　Fig．5　Possibility　to　theロse　of　a　long　time

　　　　　st°「ed　m”lbe「「y　sh°°t　　　　　　　であるが、上記のような欠点をもっている。そこ
　　　　　Cont．ニControl

　　　　　離，P’4：畿器警畿Ls卿「…’（・N試鵬間を短欄来・しかも年間を通じて病

　　　　　G1’G2：旦鯉℃「aminea「unl’　　　原性の判定が出来る方法について検討した。桑条

を発芽前伐採し、冷蔵庫内に保存しておき、この桑条を病原性の判定に用いることが出来れば現

在の接種法に比べ試験実施可能期間は増加すると考えられる。ポり袋法とプラスチック容器法を

考案して検討した結果、両方法とも病斑の大きさについては有傷接種法と同じ傾向が認められた

ため、病原性の判定に使用できると判断された。有傷接種法の場合、クワ芽枯病菌と非病原菌と

比較すると、病斑の大きさには差が見られるが、病斑の色にはあまり差が見られない。しかし、

ポリ袋法とプラスチック容器法の場合にはクワ芽枯病菌は濃褐色、非病原菌は淡褐色と明らかな

差が見られ、病斑の色も両者を識別する目安となると考えられる。ポリ袋法とプラスチック容器

法を比較すると、前者は培養時場所を取らないという利点はあるが、接種までの準備、菌株を接

種してからの操作に時間がかかる欠点がある。菌株が多い場合には後者の方が便利であると思わ

れる。試験期間についてみると、ポリ袋法では2～4ケ月、プラスチック容器法では1～2ケ月．

で結果が得られ、従来の有傷接種法の8～9ケ月に比べ、病原性を判定するまでの期間を大幅に

短縮することが可能となった。また、従来の有傷接種法は》松尾による発生機作の研究により、
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接種試験が実施出来るのは、クワの生育が止まる秋季のみであった（1，2）。まだ改良の余地はある

が・冷蔵庫内に5～6ケ月保存しておいた伐採桑条をもちいても病原性の識別が可能であること

が判明したことにより、ほぼ年間を通じて接種法によるクワ芽枯病菌の識別の可能性が出て来た。
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